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野さんが市長に再選

え広 報う

新しい時代の

受け皿づくりに全力

任
期
満
了
に
伴
う
上
田
市
長
選
挙

が
三
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
、
即
日

開
票
の
結
果
、
永
野
裕
貞
さ
ん
(
無

所
属
・
現
)
が
柄
沢
義
郎
さ
ん
(
共

産
・
新
)
を
破
り
、
再
選
さ
れ
ま
し

た
永
野
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
七
年

三
月
に
行
わ
れ
た
選
挙
で
上
田
市

長
に
初
当
選
。
以
来
、
前
市
長
か
ら

引
き
継
い
だ
公
約
を
次
々
に
実
現
さ

せ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
四
年
間
で
は
、

小
牧
橋
や
上
田
創
造
館
を
は
じ
め
、

上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー
、
上
田
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
南
小
学
校
、
東
塩

田
林
間
工
業
団
地
な
ど
を
建
設
し
ま

し
た
。

三
月
一一
十
八
日
の
初
登
庁
で
、
永
一ハ
m
l
 

d
 

(
市
長
略
歴
)

永
野
裕
貞
(
な

が
の

・
ひ
ろ
さ
だ
)。
市
長

一
期、

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

長
、
県
市
長
会
理
事
、
元
県
生

活
環
境
部
長
、
元
市
助
役
。
上

田
繊
維
専
門
学
校
卒
。
六
十
三

歳
。
市
内
中
之
条
四

一
三

四。

野
市
長
は
「
こ
れ
か
ら
は
、
高
速
交

通
網
の
推
進
、
高
度
情
報
化
、
人
生
八

十
年
時
代
へ
の
対
応
な
ど
、
新
し
い

時
代
の
受
け
皿
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
市
民

と
の
話
し
合
い
の
場
を
積
極
的
に
持

ち
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
今
後
の
抱

負
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

温
泉
街
の
活
性
化
に

---一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---ーーー，
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にそ業光商想私 あ的的耳各みてれ党よ申たこ市き界し 春
発 ，れのと業をは過りになを層、市な政うし 。と政、各てこた上
展ぞ発四、軸長去ま行市傾の十政い派に上選にを当層はのけ回
し れ展つ工に期四ずう政け声 ー に市に、げ、挙な担選の、たな城
て 均をの業農基年。決をたに万取長と私ま中り当す力市びわ跡、
ま 衡目パ、業本間 意積民十市りとらはしにまする強民のとの
いを指ラ観、構、 で極主分民組しわ政たもしるこいの市な桜
り保しン と御皆長りも
まち、ス ー~ - が支様選ま花
しなおの 官官-.=;-;t:: J=百刀、 で援を挙しは
たがかと j_ 1 JJ IIJ 1::ぉνJ きをはにたこ
らげ、れ 一-，... -. -........-司 F 、いじお 。ろ

}I民様た 再ためきび
調で産 =量念宇'，..".__I___.. ..... -n )・ びだ各ま

戸そどアミYJい
援層で ま進れア報浅
ひをのご ためる計通 IMJ
とお温ざ 、ず ifi@J 1~ テ
こ願かい 上田市長永野裕貞 人心')]男蒔タ
といいま 生かに推代ノ
申し御す 八な満進にポ
して f旨 。 一卜けちな大サリ
上や導こ全受新様通あ想、 三 し いあ適のぎり福た年れたど応ス
げみとれ力けしのじらを次まいとげ、な感と 、主lt催時ばま、し構
まま力かを皿い声てゆ軸長しず思てまじあ心の康代なちかlた恕
しせ強ら尽づ時を市ると期てれいまちらたの充づにりづ造テ
てんいもすく代聞民機し基もにまいをれたや実く対書く力レ高
。御、党りへきの会て本、いすり築るかすをり応、芋りあト度
支 一 悟にの、皆を、構第た 。たき快さら図とし~をふヒ情

と
も
に
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と

し
て
利
川
し
、
川
川
泉
街
の
的
性
化
に

役
立
て
よ
う
と
住
ぷ
さ
れ
ま
し
た
。

上
田
真
固
ま
つ
り

4
月
お
・
幻
日
に
開
催



T二

‘温泉歴史資料展示室

市
か
、

川
別
所
村
役
場
跡
地
に
建

設
を
進
め
て
い
た
「
上
田
市
川
所
温

泉
セ
ン
タ
ー
」
か
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

川
川
三
日
に
は
永
肝
市
長
な
ど
約
百

人
が
出
席
し
て
竣
(
し
ゅ
ん
)
工
式

を
行
い
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
別
所
温
泉
を
訪

れ
る
観
光
客
の
憩
い
の
場
に
す
る
と

え一(3)一一-II{{利I(ilfl・1)J 1011 広報う
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ベ
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A
み
掛
川
1

レ回

し
て
利
朗
し
、
温
泉
街
の
活
性
化
に

役
立
て
よ
う
と
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
新
名
所
と
し
て
、
観
光
客
や

市
民
に
親
し
ま
れ
、

利
則
さ
れ
る
も

の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
物
は
、
鉄
骨
造
り
三
階
建
て
、

延
べ
面
積
は
約
四
百
五
十
平
方
灯
あ

り
、
総
事
業
費
六
千
間
百
万
円
で
し

た
。
県
の
「
魅
力
あ
る
温
泉
地
づ
く

リ
事
業
」
の
補
助
を
受
け
て
、
温
泉

街
の
中
心
部
に
建
設
さ
れ
、
H

信
州
の

鎌
倉
々
に
マ

ッ
チ
し
た
建
物
に
と
、

一

部
か
わ
ら
屋
根
を
使
っ
て
、
土
蔵
風

の
造
リ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
階
に
は
、
温
泉
歴
史
資
料
展
示

室
、
郷
土
産
品
展
示
室
、

観
光
案
内

所
が
入

っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
温
泉

歴
史
資
料
展
示
室
に
は
、
温
泉
の
歴

史
年
表
、
江
戸
時
代
の
古
文
書
、
塩

削
平
に
残
る
文
化
財
の
写
真
パ
ネ
ル

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
」
階
に
は
、
別
所
温
泉
に
ゆ
か
り

の
あ
る
暦
史
や
文
学
の
本
な
ど
約
三

千
五
百
冊
が
並
ん
で
い
る
温
泉
図
書

室、

組
昧
創
造
活
動
ホ

l
ル
が
あ
り

ま
す
。二一
階
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

会
場
に
な
る
大
ホ
l
ル
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
の
管
理
お
よ

び
使
用
料
の
徴
収
は
、
別
所
温
泉
連

合
自
治
会
に
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

援
を
お
願
い
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

ひ
と
こ
と
巾
し
と
げ
ま
し
て
、
就

任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

一
上
田
真
固
ま
つ
り

4
月
お
・幻
日
に
開
催

三
大
市
民
ま
つ
り
の
A

つ
「
上
川
一

一
真
田
ま
つ
り
」
か
、
間
月
¥
ト
ムハ
日

…

……問、

二
十
七
日
間
に
聞
か
れ
ま
す
。

〈
ハ
ッ
ス
ル
の
ど
自
慢

大

会

〉

一

会
場
は
上
川
市
民
会
館
で
、
-
-
十
一

一
六
日
出
の
午
後

一
時
か
ら
子
選
、
川
一

一
五
時
か
ら
決
勝
大
会
を
行
い
、
州
場
一

一
し
た
百
人
の
中
か
ら
最
優
秀
歌
川
社
一

一
と

一
位
l
五
位
な
ど
を
選
び
ま
す
。

〈
ミ
ス
上
回
コ

ン
テ
ス
ト
〉

会
場
は
上
同
市
民
会
館
で
、
-

e

ト
一

一
六
日

ωの
午
後
三
時
三
十
分
か
ら
「
一

一
選
、

同
六
時
一二
十
分
か
ら
披
終
選
考
一

一
を
行
い
、
ミ
ス
上
同

一
名
、
準
ミ
ス
一

一
上
削
二
名
な
ど
を
選
び
ま
す
。

〈真
田
武
者
行
列〉

二
十
ヒ
日
間
の
午
前
十

一
時
三
十
一

一
分
に
上
田
城
で
出
陣
式
を
行
い
、
正
一

一
午
に
出
発
し
ま
す
。
総
勢
三
百
人
(
十

一

一
隊
)
が
、

L
L
印
峨
大
手
町
1

松
一

一
尾
町
|
上

川

駅

原

町

出

野

町
|

一

一
上
問
械
の
コ
ー
ス
を
、

午
後
三
時
ま
一

一
で
練
り
歩
き
ま
す
。

今
年
は
、
江
戸
み
こ
し
、
真
田
陣
一

一
太
鼓
、

神
楽
も
特
別
出
演
し
ま
す
。
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ス
が部
開
通

上
田
パ
イ
パ

園田・・

同
号
線
l
広
域
農
道
間

引ト代
、
仁
引
小
の
川
辺

-
八
日
ヅ
線
、

卜ぃ川

パ
イ
ハ
ス
山

.
州
M
一
川
(
上
出

川
i
住
山
川
-K
-
L
ハ
キロ
)
の
う
ち
、

引
l

川地
一似
の

.U
:
・卜
υ
川
が
.
1
4
v

く
ん
心
成
し
、

二
一川

.卜
九
日
に
引
地

で
山
川
一
式
を
わ
い
ま
し
た
。
同
一
辿
よ

え

開通式の後、出席者全員

で開通区聞をパレードし

ましTニ

広報う

に
は
、
永
野
山
長
、

l
H
本
ek
U川山一

卜
小ト山
ド
続
所
長
な
ど
凶
係
折
約
川
十

人
が
川
…
川
し
て
、
山
一山
を
川
い
ま
し

た
υ開

通
し
た
似
川
は
、
川川辺

一
川
川

ハ
勺
紘
と
浅
山
山
ろ
く
広
域
民
辺
を
叫

ぶ
、
日
以

字
削
Mm
川
で
は
-
書
米
側
の

部
分
で
す
。
川いけ
(
は
、
少
泊
(

い川)

を
介
め
て
卜
・h
U
あ
リ
、
以
杭
道
路

が
川
村
仙
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
ん
4

.山中
総
で
山川一
し
た
も
の
で
す
。

トし川

ハ
イ
ハ
ス
は
、

川
町
和
じ
凡
ト
-h

年
十

-川
に
よ
小
体
[
引
に
着
了
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
治
則
ド
川

の
川
地
日
以
は
ほ
ほ
終
わ

っ
て
お
リ
、

[
引
は
制
訟
を
除
い
て
約
.
-
J
か
山

米
卜
が

っ
て
い
ま
す
。
引
作
は
、
長

大
柿
の
蛇
川
杭
一
一
行
川
ト
い
川
)
、
秋

和

析

川

川

で
仁
引
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。広

域
農
道

、々 J、、¥;ァー 目
、、け 線

待
望

。、イ。、

ス
完
戒

¥ 

「歴史歩道」を

二中前に新設

大手町通りの二中前に

新設された歴史歩道

山汁川
一
州
道
路
特
川
市ド
業
と
し
て
、

ー

川
公
凶
H

川
か
ら
小
火
交
ぷ
山
…
ま
で
の

大
下
川
一辿
リ
の
内
側
に
歩
道
を
ぷ
山

す
る
が
業
の
A

以
で
す
。

-
-小
山
に
は
、
長
さ
.h

-ト
い川

川
川
口
の
歩
道
を
ぷ
け
ま
し
た
が
、

近
く
の
上
川
城
跡
に
マ

ッ
チ
さ
せ
る

た
め
、
歩
道
は
山
(
川
ひ
も
を
テ
ザ
イ

ン
し
た
カ
ラ
l
フ
ロ

ソ
ク
制
誌
に
し

た
リ
、
4

・小
般
地
と
の
坑
に
は
い
け
川
さ

-
山
ほ
ど
の
七
川
の
帆
山
間
引
を
ぷ
け

る
な
ど
、
「
附
火
と
文
化
の
作
る
ま
ち

づ
く
リ
」
に
ふ
さ
わ
し
く
な

っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

.htハ
飢
:
-
夫
術
航
(
川

凶
い
札
口
断
)
か
ら
観
光
会
館
恥
市
場
州

側
ま
で
の
大
子
町
通

・
j
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山
内
山
川
卜
地
区
に
、
交
通
渋
滞
と

拍
斤
公
山
ド
い
け
の
僻
山
を
狙
い
と
し
た
市

道
上
市
川
大
回
線
(
川
北
凶
街
道
)

の
バ
イ
パ
ス
か
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

問
川
-辛
口
に
州
通
式
を
行
い
ま
し
た
。

附
述
式
で
は
、
永
野
市
長
を
は
じ
め

地
広
関
係
将
の
山
甘
さ
ん
な
ど
約
じ
卜

手、
ゆ
司
鳥

人
が
出
席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど

で
完
成
を
悦
い
ま
し
た
。

附
通
し
た
バ
イ
パ
ス
は
、
岩
下
地

医
北
側
の
ほ
場
整
備
事
業
に
合
わ
せ

て
建
設
し
た
道
路
で
、
昭
和
五
十
八

年
十
二
月
に
着
手
し
ま
し
た
。
長
さ

は
約

一
J
、
幅
が
六
口
あ
り
、
ほ
場

φ、
多

至
長
野

4月 2日の開通式でのテープカット

整
備
を
含
め
た
総
事
業
費
は
約
三
億

六
千
万
円
。
神
川
橋
と
大
庵
側
の
怯

花
木
を
結
び
、
信
越
線
に
沿

っ
て
走

っ
て

い
ま
す
。

今
ま
で
判
タ
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
、

山川下
地
区
の
小山
火
を
走
る
狭
い
山
道

上川市
川
大
時

総

(
一川
約
川
口
)
に
、

凶
道

一
八
号
線
を
避
け
た
車
が
流
れ

込
む
た
め
、
地
元
の
人
は
交
通
渋
滞

や
随
音
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
市
道
へ
流
れ
込
む
車

か
大
幅
に
減
り
、
怖
か
な
環
境
に
戻

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
ま
た
、
訂
作
柏
町
-
.美
術
航
(
川

M
A館
)
か
ら
観
光
会
附
則
市
場
州

川
ま
で
乃
太
子
川
岨
リ
北
側
と
'
仁
川

公
同
人
川
付
近
に
も
、
e
-
中
前
と

川
じ
カ
ラ
l
フ
ロ

ソ
ク
を
蚊
き
ま
し

¥
T
1
0
7ノ
〉

'ULf-
一
今
い
a

山
似
て
札
め
て
い
た
ル
少
泊
め
桁
ぷ

ー
が
か、

。
川
卜
何
に
完
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
引
λ
刊川止
め
て
い
る
仲
附

一一

歩道拡幅で

安心して通学

い
る
本
路
を
利
川
し
て
、
歩
道
を
拡

幅
す
る
工
事
を
昨
年
十
.-
川
か
ら
進

め
て
い
ま
し
た
が
、
.
一川
ト
仰
に
完

成
し
ま
し
た
。

今
ま
で
も
、
中
小
路
の
米
側
に
歩
道

は
あ
り
ま
し
た
が
、
道
州
が
FU
-
-h

i
一
・
O
い
川
と
狭
か

っ
た
た
め
、

A
f

川
は
水
路
の
排
中
小
路
部
分
に
鉄
製
の

プ
レ
ー
ト
を
か
ぶ
せ
、
そ
こ
に
川
一

O
U
の
歩
道
を
新
設
し
て
、
版
作
什
の

歩
道
を
拡
川
し
た
も
の
で
す
。
歩
道

は
、
判
小
学
校
か
ら
北
保
育
凶
の
人

什
ま
で
い
い民
さ
六
行
八
灯
、
一
川
は

-

札

1
・
-
-
。
灯
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
小
山
下
引
の
泊
中
、
保
育

附
児
の
通
閑
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の

人
々
の
交
通
安
全
に
大
い
に
役
叱

つ

も
の
と
則
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
は
、
西
小
学
校
東
側
の
市
道
(
表

凶
脇
柳
原
線
)
と
平
行
し
て
流
れ
て
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4
月
は
地
価
公
示
普
及
月
間

え広報う

国
土
庁
で
は
、
毎
年
四
月
を
地
価

公
示
普
及
月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

地
価
公
示
は
、
都
市
計
画
区
域
内

の
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る

土
地
(
標
準
地
と
い
う
)
を
選
ん
で

適
正
な
土
地
価
格
を
公
表
し
て
、
土

地
を
売
買
す
る
際
の
目
安
と
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
ま
た
、
国
や
地

方
公
共
団
体
が
、
公
共
用
地
な
ど
を

買
う
場
合
の
買
収
舗
の
基
礎
と
し
た

し
仁
川
市
中
小
企
業
融
資
(
制
度
資

令
)
は
、

山
内
の
多
く
の
商
工
業
者

の
粁
さ
ん
に
利
則
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
か
長
野
県
信
刑

保
証
協
会
と
市
内
の
各
金
融
機
関
の

号

て

、

中

小

企

業

を

経

営

す

五
%
引
き
ド
げ
る
な
ど
融
資
内
容
を

充
実
さ
せ
て
、
皆
さ
ん
の
御
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
資
金
は
こ
ん
な
と
き
に
:
・
〉

商
品
の
仕
入
れ
に
、
資
金
繰
り
に
、

工
場
・
応
舗
な
ど
の
建
築
に
、
機
械
・

中
小
企
業
融
資
の
詳
細
は
、
七
ペ

ー
ジ
の
表
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

O
商
i
課
商
工
相
談
所
l
E
@
4
1

O
O
村
線

6
0
4

0
塩
同
商
工
会
1
8
@
3
6
1
0

り
、
県
知
事
が
国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
く
届
出
が
あ
っ
た
場
合
の
取
引

価
格
の
審
査
の
基
準
と
さ
れ
ま
す
。

本
年
も
、
四
月

一
日
付
の
宮
報
で

全
国
の
標
準
地
に
つ
い
て
地
価
公
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

地
価
公
示
の

関
係
図
書
を
閲
覧

地
価
公
示
法
(
昭
和
四
十
四
年
法

第
四
十
九
条
)
第
七
条
、
お
よ
び
地

価
公
示
台
帳
閲
箆
規
定
(
昭
和
四
十

九
年
上
田
市
告
示
第
二
十

一
条
)
に

よ
り
、
昭
和
六
十

一
年
地
価
公
示
に

係
る
図
書
を
次
に
よ
り

一
般
の
閲
覧

に
供
し
ま
す
。

上
回
市
長

永
野
裕
貞

閲
覧
場
所
・
・
・
上
田
市
役
所
企
画
調
整

課
、
お
よ
び
塩
田
・
川
西
・
豊
殿

の
各
支
所

閲
覧
日
・
:
昭
和
六
十

一
年
同
月

一
日

か
ら
三
年
間
の
各
自
(
日
曜
日
、

祝
日
、
そ
の
他
市
の
休
日
を
除
く
)

閲
覧
時
間
・
・
・
午
前
八
時
一二
十
分
か
ら

正
午
、
午
後
-
時
か
ら
同
五
時
(
上

曜
日
は
正
午
ま
で
)

標準地価格表 (日間[161年 1月 1日現在)

131 1(4) 1(51 1(6) 1(7) 1(8) 1(9) 10日 1(1)
m吋 W'，lfll1 ......"，，， 1 ，....."...， _ .....1....".. _ ...... _ . .. _ ..1...."... _ ，，_ ..1空間民間切|校側に係

21、北ぴ叫抜|LlZ円|凶器lmt122ifの利I1I1限切1，'，1辺の u也の和112tm!?lltad!?24212?刈11
たりのf，il~iI (ml) I vlll;;;....A I v/ ~7t:. fl L. I'IJV' ... .>(.III.. I J.U.J1lfV/1^OL ぷ及び卜 1:没との彼|令の市1I似で
的 (1'1) I 水道の削近の状況 1 i安なもの

MIiの状況 t

道
一
辺
、
一
道

水
ス
一
水
え
一
水
ス

f主℃が姐:ち II~j ~ 111 rljj且
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nす' 合作
1・Iる 業令
金，t;11 を融
ill，主 粍機
号で t '戸;I集l
ーて l すの 月

元気でもすすんで、受けよう健康診査
40歳以上は年1回の受診を
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一的
υ
聞
の
行
人
れ
に
、
資
令
繰
り
に
、

仁
川
?
山
舗
な
ど
の
建
築
に
、
機
械・

0
0
内
線
6
0
4

乙
山崎
川
尚
工
会
l
E
3
3
6
1
0

7 ・
" '会

中 ど|
小 グ)

企111
業I也
融lf，{ I 
資仰
のに
内
容
〉

⑮
⑮
⑧
⑧
⑨
 

月脳i尚A守F卒?字i"-IIドl、心1臓厳病主な.どf何町E環5罰2出の病気の 1_，-1リ-1拘州]烈則0引l先兄と r-イ仰[IJ防り功Jのたダめ〉λ、
を夫施しています。 (引イf:、治療中、入院'11および職場などで-t9t，診を受ける機
会のある人は刈象外です)

〈一般診査〉

と き・・・・・・年間を過していっていも (診療H剖1¥11人J)

とニろ・・・・一市内の全医療機関(歯科を除く)

検査内容・・・尿検炎、 血圧、 血液検台ー(刷機能、総コレ

ステロール)、 内科診察など

料 金・・・・・・無料

〈精密診査〉

一般診査の結果、医師が必要と認めた場合は心五|ヌ|、 I血液検台、 H民底

検査などの検査を行し、ます。料金(伯|人負担)は、 1，000円です。

※これ以外の項目を受けた場合は、月11に料全がかかる場介かあります。

ム¥ 

検診費用の免除があります
老人保健法により、次に該当する 人は個人負担の免除があります。

〈対象者〉

①70歳以上の人および65-69歳までの寝たきりの陣害認定を受けた人

②生活保護法による被保謎世帯の人生iJぴ市民税非課税一|世帯の人
〈対象検診〉 胃がん(集団検診)、子宮顕がん、 健康診査の精密診査

①に該当して受診を希望される 人は、 受診当 日「健康手帳」と「医療

受給者証」を医療機関の窓口および集団検診会場受付でお見せ ください。

②に該当 して受診を希望される人は、検診10目前までに保健予防諜(fi

@4100内線289、有線②0721) まで御連絡くださ し、。後日、「健康診査受

診証」 をお送りしますので、受診の際に医療機関窓口、検診会場受付で

お見せくださし、。

閲
覧
時
間
:
・
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

正
午
、
午
後
-
時
か
ら
同
五
時

(t

胤

H
I
f
t
・干
ま
で
)

品
、

σ作
民
主
を
術
者
守
mv

ん
は

係
員
に
巾
し
山
山
て
、
そ
の
指
示
に

州
促
っ
て
J

、
だ
必
寸
い
。

早ければ治る「がん」で、すまず検診

早期1宵がんの
発見検 500ドjI集白|検診

診

い
質
検

け
ほ
ん
宮
が
子 rJi内委託医療 |年間を

1 ，00011j I機関 I j盈じて
(/を~""~ー人不十) I 

未

11 

fifPT7jl(くた、さし、。

80O!J j I集|寸|検診

200l'j I集同検診

集l寸|検診

2，850円

400jJj 

X線撒影および
かく笈細胞診

※ハイリスクグループとは---

o 1日のl喫煙本数に喫煙年数を掛けた数字が400以上の人
0粉じん、有害 ガス、重ク ロム、石綿などを扱っている人

Oせき、たん、胸痛が 1カか、月以上持続している人およひ

O血のつ主な.がつた人にがんにかかつた人がいる人

。 各検診について、異常がない場合には連絡を差し上げませんので、

山

-4未

早期イ-富山負)
がんの発見 14，250jJ-j 

1，5001'j 
早期字しがんの
発見

大腸がんほか
の早期発見

12明b|スク)I実質肺がんの 13，OlOP-j

30歳以上

4d歳以 トー

35歳以上

30歳以_I::.

''ノノ

て
撮

法
じ
波

査
応
立
日

検
に
超

診
診
診
己
要

問
視
触
自
必

会
y

szz
n
 

A
央
4
必
句一場

1
B
U
 

唱
す

同H;~ 1:見言会
キ倒月包言会
内診!

大腸検診|潜血反応検査

肺がん検診

胃
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( 4か
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お世n :-hてい
さし、。

示ちゃん

ださい。

iーので

意い
手予防，

生命(

官の古

願L、 1155年に

呂な

合 L、iJ.

集団中;

多く u

290・イ ②0721 

う

を

さ

い

ま

ら

験

だ

と

い

も

体

く

放

て

て
、
け
・
家
し

H
J

、キ】

な

た

で

し

リ

く

ん

お

常

ょ

に

30-

(午後:だけ)

|人J~~~290
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守りましょう歯の健康
妊産婦や字し幼児健診時の歯科相談を

保育園、学校、障害者施設、ねたきり

を巡回して歯みがき相談を行ってい

2階の保健センターでは、毎月

月曜日の午後 1時から 3時30分まで、

を行っています。

を健康で、過ごし異常を早期に発見して、

ちゃんを出産するために行います。

-毎回午後1:30-4:00

-塩田母子健康センター(上本郷)

=妊娠から出産まで(保健婦)

=妊婦体操と、も く浴の実際(助産婦)

=丈夫な歯をつくるために、母乳栄養

について(歯科衛生士、助産婦)

=産後の生活と家族計画(助産婦)

=育児について(医師、保健婦)

・・無料

・・筆記用具、母子健康手帳

を健康で過ごし、 異常を早期に発見し

な赤ちゃんを出産するために行います0

・・毎月第 3金曜日 午後1:30-2 :30 

日 7月18日 8月22日 9月19日

7日 11月21日 12月19日 62年1月16EI 

日 3月20日
-塩田母子健康センター(上本郷)

…問診、尿検査、体重測定、血液検査

(梅毒)、貧血検査、血圧測定、 医師の

診察、歯科相談、生活・栄食相談

-無料

・母子健康手帳

ゃん手帳の御利用を

、昭和57年 4月 1日以降生 まれた赤ち

ちゃん手帳」を差 し上げています。 赤

かな発育のために、 また、乳幼児健

予防接種になくてはならない手中長です。

たずねカード (3か月、 8か月、 12か

2歳 6かJ])が入っていますので、 iifjl

必ず保健 rli}j謀までお送りくださし、。

健康相談におでかけを
市民の皆さんに、より健康で、明るいノ主的を送って

いただくため、符地区で保健婦による左汐1Iの役w付IIJ炎
を行っています。

妊娠中の生活や食事、赤ちゃんの育児相談、家族計

画、血圧測定、成人病、寝たきり病人の|問題、心身|均

害、精神衛生、難病などの健康についての峨々な相談

に応じます。最寄の会場へお気軽におでかけくださし、。

健康相談日程表

J也12{名 4日 主主 11 11，1 Ii¥J 3b4t 砂~ Ji，庁

毎 u 'f-fiii8:30-午1&5:00 {市示役所制1!+lIl 卒lflF (d2附)二4干
令市

'11tH第2・第4金1111111 午前9:30-11: 30 刈荷台.r，悩祉セ ンター

毎月第l・第3火Pjil日 11 t止が任問|日l平11集会場
西部

毎月第l，JPli111 11 西宮I! 公民館

毎fJi:in.:;fi3}JII/Ilrl 11 城 lii桝欣会館
城下

毎月第2火11111日 " ~協JJ&ド 'II A育所

毎月第1.:;fi3火11/11fl 11 JM. /)(. J也|旦公以自主;
告主 再L

毎月第2・第4火¥l11l1.I 11 校利l 公民館

川辺 毎週火IIIi1日 11 川辺町 会館

泉 IU 毎月第l}"Jlllil日 11 jに; IJJ 〆エ台、4 

毎月第1HI曜日 '1:1&1 :30-3:30 大屋公会常

毎月第2 11 11 F 1 ';- 木公民 t~

ネ111}II 毎月第3 11 11 l過分公民館

毎月第4 11 11 イ『 ド公民 館

毎月第l金¥lj;，口 !F- r~î9: 30-11: 30 みすずれ北第 l集会場

ネ111科 毎週HII'/I!日 11 L rf'が行公民館

毎月第2・第4fJ W/I! I1 " ト抱!/s 公民館
I~~ 隙

毎月第l・第3火¥l1i!11 11 I役十I環境改詐センター

毎週}JII/t1日 " 極 11I 公民館

毎月第1IJ 11M 11 午1&1 :30-3: 30 *血 |土I~ 人集会場
J1;，¥_ 111 

以前山阿和地区集会場毎JJ第2 11 11 

毎月第3 11 11 ~IJ 所公民館

}II 州 f事川第l・可'¥3HII/I(H '1ニ而j9 : 30 -11 : 30 川副社会主・μ11:センター

※当日が祝日の場合は、中Jr_となります。

保健センターの御利用を
市民の皆さんに、より健康で明るい生活を送ってい

ただくため、市役所南庁舎 2階の保護センターでは、

保健婦による健康相談を毎日行っています。時間は、

午前 8時30分から午後 5時まで(土曜日は午後 0時30

分まで)です。

相談の内容は、妊娠中の食事や生活、赤ちゃんの発

育、育児相談、 家族計画、 心身障害、精神衛生、 血圧

測定、成人病予防、難病などです。

このほかに も、乳幼児健康診査、療育相談、 言葉の

相談、歯の相談、離字L食講習会、健康教室、胃検診、
大腸検診、 乳房検診、予防接種なども日程を決めて行

ってい ます。

健康相談室宮⑫4100内線293、有線②0722
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保健補導員に御相談くださL、
市民の皆さんの健康にJ19わる保健補導Hさんが、
303名、 lねーから委l制されています。

保健補導員さんは、健康に|刻する研修を示ねて

妊岸川ーから赤ちゃん、 f供、成人、高齢者にゼる
まで相談に応じています。 また、市の保健~\I}との

橋渡し役となって活動していただいています。健

康に|刻する心配がありましたら、お気軽にfifjl相談

くださし、。

健康教室におでかけください
より豊かで健康な生活を送っていただくため、

自治会毎に「健康教室」 を開催します。

医師・歯科医師・薬剤師・保健婦・栄養自ifi・歯
科衛生師・体育指導委員 ・スポーツ指導員などの

スタ ッフにより、健康に|期するさまざまな知識を

学びます。

対象者...40歳以 tの方、またはその家族

と き...5月から62年 3月

ところ ..各地区の公民館など

内 容一-①血圧測定と健康相談

②かかりやすい病気とその予防

③ より健康な毎日を送るために

④歯の健康について

(虫歯予防、成人歯科保健)

⑤正しい食生活について

⑥健康つ‘ くり体操

その他・・・この健康教室は、各家庭へ回覧で通知し

ます。

断酒会、断酒家族の会におでかけを
j闘をやめたいと忠つでもなかなかやめられなく

て悩んでいる人、また、その家肱の皆さんどうぞ

断酒会、断j画家族の会へおでかけくださし、。

0断酒会

と き...毎週木曜日 午後7:00-9:00

とニろ...上回勤労者福祉センター

0断i画家族の会
と き・・・毎週月臨日 午後7:30-9:00 

ところ・・・上出市福祉会館

連絡先・・・保健予防課8⑫4100内線290・291

健康手帳を御利用ください

老人保健法により、 40歳以上の希望者に「健康

=r帳」を差 し上げています。(70歳以上は全員)

この'f'1阪は、日ごろの自分の健康状態(血圧な

ど)や健康診断、手千冊かん検診の結果などを記入

し健康背理にお役立 て くださし凡 なお、治療ιl'の
)jは主治医にもお見せ くださし、。

T-I阪は、保健セ ンター相談室 (南庁舎2附)、塩出
支所、川西支所、各地区健康相談会場に用意 しで

あ りますのでお申し山 ください。

市では、赤ちゃんの健やかな発育のた

月、 10か月、 1歳 6か月、 3離の健康診査

ます。詳しい日程は、毎月の「広報うえ

を御覧くださし、。

〈受付時間〉

午後 I時一 2時

〈診査内容〉

①医師による健康診査

③育児相談 ④離手し食実習(

⑤歯科相談(10か月児、 l歳 6か月児、 3

⑥発達心理相談 (1歳 6か月児)

⑦歯科健康診査(1歳 6か月児、 3歳児)

⑧尿検査 (3歳児)

くお願い〉

0母子健康子l帳、パスタオル I枚(4か月

児)、ノ、フラシ(1歳 6か月児)をお持ち

0お畳寝を早くすませてお連れくださL、
0お母さんのほかに、赤ちゃんのお世話を

る方も、できるだけいっしょにおでかけく

o 1歳 6か月・ 3歳児健診のお子さ んは、

手帳内の健診票を御記入のうえ、お持ち

0都合の悪い方は、ほかにも機会がありま

御連絡ください。

保健予防諜E⑫4100内線293、有

塩田支所合⑮3000、川西支所ft@2002

「長野よろこびの会」
「長野よろこび、の会」とは、 胃の子術をし

経過した人が、お互いに今日ある生命に

の多くの人々に定期検診を勧め、胃の

牲者を 1人でも少なくすることを願い、

結成された会です。

現在は宵だけでなく、乳房、子宮など

けた方も参加して、仲間同士語り合い励

分の体験を発表し、多くの人に胃集

などたいへん活躍されています。多くの

お勧めします。

申込先...保健予li}jI氷雪⑫41001木j線290・

精神障害者家族会では、患者によくな

には家族はどうしたらよいのかを学んだ

話し合ったりしています。お気軽にお

L、。 また、回復者の共同作業所を運営し

っしょに作業しながら語りあえる場作リ

す。どうぞ御利用くださし、。

と き・・・毎月第 1金曜日 午後1:30-

ところ・・・上岡市福祉会館

連絡先一.0柏村11峰害者家政会事務局

fi@3247 (午

0 保健予防，氷 E⑫4100 r人j

I打て主、 妊産

:tしiI' i呆育園、
病人(J ~庭を巡

ます。

10月

2月一
ところ -塩田母子

健診内 :ー・問診、

(梅毒)、

診察、歯

料金 ・無料

特ち物 -母子健康

赤ちゃん

市で‘は、fI百平rI5i
ゃんに「赤ちゃん=

ちゃんの健やかな

康診育、 子防接荷

なお、おたずね;

)J、2，哉、 2歳 6カ

記入のうえ必ず{米
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きり病人訪問指導の御案内

り病人を御家庭で介謎されている場合、

看護婦が家庭訪問をして、療養、介識の

じています。希望される方は、下記へ

ください。

-保健子防諜E②4100内線290・293、有線②

0721・②0722

でヲ③

家庭介護用品を展示

号

30歳以上の女性は

子宮(頚)がん検診を

年に一度は受けよう

:WI:&rJ. 1 -_の 久-11: (主、 'Þ~ '，.i;; を!己じろー

くても、 ..I!['I:r ，や私自特，il~ ;念 日 などを

与とー機に乏けましょう 。

(-山・ (~;(t)カずん f~"会を'乏けるとき 、

;1\グ) .t~i イ'H立、キIII JJ包 IJX ぅ〉カ‘し ゅう-，.ん

にとれす完全な検1qかできない場介

があ りますので、なるべく j監けてく

ださし、。

①ノ1:月!，IIIおよびノ1-:聞か終わってから

1 J.国!日jι)， 1人j
Zうつ

②治療などで腔洗浄後 2坦IIIJUI)、l

③検診両iiI1の犬州生活

「寝たきり老人をかかえる家族の会」

へのお誘い

寝たきり のお年寄に、より快適な療養ノドi，Tjを込っ

ていただいたり、また、介護される家族の皆 さんに、

健康でfifp↑吐話をしていただくよう「寝たきり老人を

かかえる家族の全」を開催しています。多くの)jの

出席をお待ちしています。

と き・--5月か ら|同月

とニろ"市役所南庁舎 5階会議室か

2附保健セ ンタ ー

内 容・ー話し合い、 家庭看護講習、 静l即J友押、 介護

者の健康管理、機能回復訓練、ほけについ

ての百舌など

申込先・・・保健f-防諜包⑫4100内線290、有線②072]

「ことばの教室」の御案内

市では、上田市医師会の御協力により、 (-似たさん

を対象に 「こ とばの教宰」を行っています。

言葉のおくれ、発斉がはっきりしないなど 言言葉に

ついて心配をお持ちの方はお気軽に御連絡くださし、。

と き・・・毎週水曜日 午前中

とニろ・・・市役所南庁舎 2階 保健セ ンター健診宅

方 法・・・聴能言語七による倒別相談、相談 l人約 1

時間

料 金・・・無料

連絡先-..予約制ですので、あらかじめ保健 f防課(宮
⑫4100内線290、11線②0721)まで待p連絡 く
ださし、。
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企 Jヤングパワーに期待

市、メL011"、*苦11111 j"など 主催の「新学就職.ri激励会」
8 U、 1-.111 "i民会飴で'I-mかれました。会場には、今
したばかり のフ レ ソシュマン約1，100人がnリiT;。あい
した永野"i長は 「地域や企業の発腿は、 ('，= ~-の )J にか

てい るグ〉で'leJi';1走つてはi し い」 と ì~Jx }7j)J しました。

rJf-，常を比る会」が "1J) 5 rlの伎、 卜ー川町，)造船で1:トjかれ
ました。 こ の会は、 '，'，ぶのがYH を眺めながら代ぷ (I~J な;，J や

を);11ってもらうため1jわhたもので、来lLh1ULなど58

Aが参}J1Iし ました。参加 計は、まずJ{についてのぷを山lし、
た接、同 1'，に 1-，が り大イ小;ιi'{_&j立で j汁iiの十Ij'平l必を飢校しまし

た

早春の星空を観察惨
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地域の足を守るため

パスを利用しましょう
パス利月J者が、このところ急掘削こ ìJ，日比少し、 | 主|・ 11， ~
やリ-Jの補助金でようやく.iili行が維持されている路線

があります。

トー表の 9路線が、辿イlのfιぶまれる路線です。 、lλ
均乗車密度が 5人未if，l:jになると、 3年!日jで補助令か
打ち切られ、パス路線が廃止となります。

あなたの地域の交通について、 i.JW家庭で、 地域 ぐ
るみでi}1~. し介い、ノ〈スを柏村:J~ CI~J に不IJJIJ しましょう。

#ヤ
J、九 子

日、」二

Jこはfヵ、

二永野市

.るグ〉

Lli 

が4J 

1長!抗原
さつ (

かっ'

運行が危ぶまれる路線

会tlγl 路線名 j'l! 11・|メ 11¥1 Jill ji 川 ~X 平車均密度乗

岩清水線 |川駅-1、制)--f':'~ N. /J， 2.51"1 4.3人

須川・長瀬線 1 '. II I !!j}~-小牧-~(j)lf - l~i~fi :l.0 1 .7 

111 西丸子線
|、と担11-'，';;;I:III-)L)' H.5 4.0 

西丸子線 jぐ;':lIij-'，';;;I:III-)L)' s. s 3.9 
父
奈良尾・富士山線 |卜、ーとと抱判!明11-;，u，U己・'，';;; 1.'111- !i.0 1 .7 

J!!l 赤井線 1 . 111 ゆ~- Hllli -，}iJJX: -，}i; JI一 2.0 4.5 

松井新回線 1.111駅~伊勢111-松JnJr川 2.0 4.8 

JII'I'，(:j 川西線 )(1寸.-中j位-1'.111111 (i. S 4.6 

ノ、ス
川西線 出入~下ji!!J-I.1111I1 :l ~ 4.4 

fを見る

この会

lっても

:1しまし

三上lこ一1'.

r) 

ましf

j立l坐〆

人がE

た後、

た。

l昭和45ij'-6 ) J、}tJl)11市に続き全l司で二番目
に|訓設されたi1I.n!-[-luj"川1M)ムー場が、 4月69オ
ーフンしました。この 11は、テーフカヅふ

消防音楽隊の i~i 'il;;手に介わせてのハレードの弘、

消防レインジャ一部隊による救助訓練、真癌持

太鼓、 'Ijソ I ~ 大会などが行われました。歩容者

AI羽の 1111，/11広場は、 10川本まで毎日曜日、闘

え立さ hることにな っていま す。

企10月末まで歩行者

※j'l!1 j" 1"1~~ は 1 iH0:で11"1と紋え る。
※‘ I (J~J 来 ' 1; 街伐とは、起点から終点まで、 ' I ;.J~J していl 人来 っ ていたか
をj.<わすものです。

上回ノてイノiス工事に御協力を

「ノ1.: ìJ)í~ 
i，fj i円
!ぷ 川
L 1ム
を J品
;k L 
グコと
よ，
- -， 

おむ
リだ
IlHを
fl)~な
しく
ます

と

き

ah
川

|

け

川

?

"川

4
t

、，tド
』

H
H川
』

l

i

『

l

ト
J

山
ド

、

J

λ

ソ、

-
H
H
H
V
I
l
l
i
ノ
ノ
ヰ
ん
、
i
b
h
l
h
Hい

と
受
付
を
し
て
〈

よ
る
代
用
版
売
の
場
合
、
.
肱
必
子
数

料
と
し
て
版
光
州
怖
の

-
。
。
を

い

た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、

i
u川
本

川
の
州
制
作
は
無
料
で
す
。
(
判
昨
は
午

後
--4
川
か
ら
川
時
)

V
処
分
品
コ
ー
ナ
ー

ぃ
山

H
'

柴
刈
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
川
(
一
山

れ
物
、
は
ん
は
物
で
す
が
、
す

べ
て

実
川
川
)
を
料
一
次
で
版
光
し
ま
す
。

v修
理
コ
ー
ナ
ー

刈
物
の
刷
、ぎ、

靴
・

か
さ
の
修

m

を
し
ま
す
。
汗
さ
ん
の
川
リ
で
似

つ

秋和一新田間ても始まる

11;.1 j江川 I/;，~~~の | ー 川 ノ〈イハスは.fJ~ {i:.、 第 1Jt)JIメ.11¥1 (1'. 
li"UIL i七，'ill¥15.()九)の '1'.JtJJllトJjlliを IIH'fして、 L・j午が;;!、
ヒソチでJlliめられています。 このうち I'Ji"UIL・秋和地

|メーとii:，';".t也|メーの約 2'0は、 r，ili誌を除いてはほ ，'1'，.>1<:1ーが
っています。

:~ ) J '1，11)には、干火刷 新IIIII¥J(彩J]. 8 ~ 0)のJι』作U父.r占
|ーがか12}J 1、イ1J';'e.Jえの]勺:LでI).fiまリました(下図参照)。

L 'J'，:JC)J川 '1'は、 J也J乙の押さんに人-変jJII;杢;{与をおかけし
ますが、 jJIU:I[ I.併と jJ111ぷんをお I~([l、します。

一
糸
…
胞
な
と
に
あ
る
小
川
川
を
、
い
た

術
向
'州
へ
H

め
甘
さ
ん
か
代
川
町
で
「
セ

j
」
こ
よ
)
て
版
え
し
ま
「

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
山
川
を
品
川
ア
さ

れ
る
ん
は
、
中
!日
の
午
a
u

川
ヘ
川
か、り

む
だ
を
な
く
す

山
内
作
山
ド
止
川
の
協
伐
に
よ
る
「
む

た
を
な
く
す
午
川
出
」
を
、
資
似
山

川
広
場
と
併
ぷ
し
て
山
似
し
ま
す

ル
仁
川
出
の
内
山
抗
日
な
ど
は
、
次
け
の
「
仏

出
う
え
だ
」
に
叫
岐
し
ま
す
の
で
、

御
位
く
だ
さ
い
b

上
田
市
資
源
活
用
推
進
本
部

事
務
局

i
生
活
環
境
課

古川
U
4
1
0
0
内
線
3
0
1
…

有
線
②
0
6
7
1





IIJ 
'L li 
1I・ JJ
ri き
11 
r () JJ 

v 
Kも
グ3

1- 11 

〈
と
ニ
ろ
〉

|
川
ハ
ム
川
川

'" '，11 

管
理
隈
住
宅
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
4
5

山
で
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、

住
宅
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
す
る
皆

さ
ん
に
、
建
設
資
金
を
お
貸
し
し
ま

す
。

対
象
者
(
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
人
)

①
山
内
に
自
分
の
住
む
住
宅
を
新
築

ま
た
は
増
改
築
す
る
人

②
す
で
に
建
設
に
必
要
な
敷
地
の
あ

る
人
、
ま
た
は
土
地
と
新
築
住
宅

を
同
時
に
購
入
す
る
人

③
 
•. 

卜
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人

④
前
年
分
所
得
が
凹
百
五
十
万
円
以

下
の
人
(
給
与
所
得
者
の
場
合
は

総
収
入
が
し
ハ
有
二
ト

一
万
六
千
六

百
六
十
五
円
以
下
)
※
前
年
分
所

仰
と
は
、
前
年
分
総
収
入
か
ら
必

要
経
費
を
差
し
引
い
た
額
で
す
。

⑤
借
入
金
(
公
庫
な
ど
ほ
か
の
資
金

を
合
む
)
の
年
間
返
済
元
利
合
計

傾
が
、
前
年
分
所
得
(
将
来
と
も

同
居
す
る
家
族
の
収
入
を
含
む
)

の
三一-一
%
以
内
で
あ
る
こ
と
。

申
込
期
間
・
:
四
月
二
十
五
日
幽
か
ら

t: え一一(11)ー一一一昭和161年4月16fI 広報う

札
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
c

希
望
さ

れ
る
五
は
.
御
参
'
加
く
だ
さ
い
。

貸
付
利
率
:
・
年
六
・
O
%

返
済
期
間
・
・
・
十
五
年
以
内

返
済
方
法
:
・
元
利
均
等
毎
月
払
い

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
・
:
管
理
課

住
宅
係

「
上
小
美
術
展
」
の

開
催
と
作
品
募
集

上
小
美
術
会
で
は
、
次
に
よ
り
洋

画
・
日
本
画
・
彫
刻
・
工
芸
の
四
部

門
の
優
秀
作
品
を
展
示
す
る
「
第
十

四
回
上
小
美
術
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
御
鑑
賞
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

と

き

:

・
五
月
十
八
日
旧
か
ら
同
三

十
五
日
制

と
二
ろ
:
・
上
回
創
造
館

入
場
料
:
・

一
般
三
百
五
十
円
、
学
生

一一
百
円
、
小
・
中
学
生
百
円

1
1
1
1
1
O
I
l
i
-
-

「
上
小
美
術
展
」
に
出
品
す
る
作

品
を
、

一
般
の
皆
さ
ん
か
ら
次
に
よ

り
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
御
応
募

く
だ
さ
い
。

搬
入
日
時
・
・
・
五
月
十
七
日
出
午
後
O

時
三
十
分
か
ら
同
二
時
三
十
分

講

演

会

「
毎
日
が
洗
濯
日
」
の

開
催
時
聞
が
変
更

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
上
田
事
務
所

宮
⑩
7
5
4
5

「
広
報
う
え
だ
」
四
月

一
日
号
の

十
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
講
演
会
「
毎

日
が
洗
濯
日
」
の
開
催
時
聞
が
、
事

情
に
よ
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
「広

報
う
え
だ
」
で
は
、
四
月
二
十
日
同

の
「
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
同
三
時

三
十
分
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
午
前
十
時
か
ら
正
午
」
が
正
し
い

開
催
時
間
で
す
。

御
聴
講
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
は
、

御
承
知
く
だ
さ
い
。
な
お
、
講
演
会

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

と
き
・
:
四
月
二
十
日
間
午
前
十
時

か
ら
正
午

と
こ
ろ
・
:
城
南
公
民
館
二
階
大
ホ
|

レ
テ
I
マ
:
・
「
毎
日
が
洗
曜
日
」

講

師

:
・
広
島
大
学
教
授
・
城

二
さ
ん

!it主

5月の乳幼児健康診査
0受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。
o母子健康手帳とパスタオル(4・10か月児)、ノ、フラシ(l歳
6か月児)をお持ちくださし、。また、 1歳6か月児は赤ちゃ
ん手帳の中にある健康診査票を記入してお持ちくださし、。

実施 ~I I 対象児
5J J 6 LI 16件。12)J 16 U -12)J 311J生

5 fJ20日161年 I)JIU-1)J151Jノ七

5)J 8 1:1 16昨 6) J Hi!J - 6 ) J 30 1:1生

5) J 221:1 160年 7) J 1 1:1 -7 ) J 15 W]~ 
5)] 7 l:.I 15昨 10)]161J-10)]311J生

5J]2111 159年11)]1 !J-II)]151J生

5)] 9 11 1581H )] 1 IJ -4 ) ]15 11生

5) ] 23 日 158年~ )川IJ- ~ ) ]30 LI '"1二
4か)J児 I_ .. _ _ _ I6()iFl2)=J 161=i -61年1H15R生

I 5) ]13ll I 
lOか)]山 I--. ----160iド6) J ](HJ -i J J 15 11'主

l歳6かJJ児 15 J]2i11 159i]二9)J 16ll -1]J]15L1't 
」かJJ児 60年12f]1611-61年1JJI5WI-o

10かJJ山 15 J ]1-111 1G011・6)J ]611 -7 )J 1511'[; 

1歳6かJJ児 159年10)]]611-] IJJ 1511午

※!針。ド場が T扶のため、なるべく中でのおいでは待Jl遠慮 くださL、。

云八
11':::::み健L

7
 

判
品
。

A 
J::. 

納期限は4月30日

q 

4か)J ~~ 

10か)J~~ 
1-. 111 け d~止 i:lJ!センター
( di役所I*，j庁舎 21府)

v 
l歳6か月児

...1¥:: IU 
問主ノL3 

塩川-L:Jr能成センター
UiJ;川地I'()

川114社会例制:センター
(}II州I也I，{)
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上
岡
市
高
齢
者
学
園

の
学
生
を
募
集

社
会
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
8

う
え
佐
川
し
て
く
だ
さ
い
。

上
田
創
造
館
で

小
山
敬
三
さ
ん
ら

二
人
展
を
開
催
中

上
川
創
造
館
で
、
問
月
十
日
か
ら

「
小
山
敬
三

・
佐
竹
徳

-

一人
展
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

と

き

:・
問
月
十
日
同
か
ら
五
月

一

日
附
ま
で

と
ニ
ろ
・
:
上
回
創
造
館

・
美
術
館

美
術
展
名
:・

「
小
山
敬
三

・
佐
竹
徳

-
一人
展
」

入
場
料
・
:
大
人
八
百
円
、
学
生
五
百

円
F

子
育
て
。
を
テ
i
マ
に

市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

上
回
青
年
会
議
所
で
は
、

「
こ
れ
か

ら
の
チ
育
て
の
目
標
は
な
に
か
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
、

御
出
席
く
だ
さ
い
。

〈
と
こ
ろ
〉

k
m削
造
館

〈
内
容
〉

マ
基
調
講
演

1
教
育
評
論
家
・
阿
部

進
さ
ん
が

「次
代
を
担
う
子
供
の

能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
に
は
」

を
テ
l
マ
に
講
演
し
ま
す
。

マ
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
H
H
高

梨
英

一
さ
ん

(
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
)
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

な
り
、
パ
ネ
ラ
!
の
凹
人
の
皆
さ

ん
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
し
ま
す
。

料
理
教
室
の

受
講
生
を
募
集

上
田
ガ
ス
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

宮
⑫
6
8
7
3

上
回
カ
ス
で
は
、
次
に
よ
り
料
理

教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

〈
と
き
〉

A
組

1
五
月
十
二
日
か
ら
七
月
二
十

八
日
の
毎
週
月
曜
日
(
計
十
一

一回)、

午
前
十
時
か
ら
正
午

B
組

1
五
月
十
三
日
か
ら
七
月
二
十

九
日
の
毎
週
火
曜
日

午
後
六
時
か
ら
八
時

〈
と
ニ
ろ
〉

上
削
ガ
ス
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
版

〈
募
集
人
員
〉

各
組
と
も
二
十
名

〈
料
理
内
容
〉

和
・
洋
・
中
撃
料
理
、
パ
ン
、
お

い来
イ
〈
受
講
料
〉

十
二
回
分
で
九
千
円
(
材
料
費
を

含
む
)人

工
匹
門
造
設
者
の
会

「
あ
け
ぼ
の
会
」
の
会
員

を
募
集
し
ま
す

保
健
予
防
課

金
⑫
4
1
0
0
内
線
2
9
0

有
線
②
0
7
2
1

こ
の
た
び
、

人
工
旺
門
造
投
打
の

会
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
、

引
在

上
小
地
域
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
会
此

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
は
、

「
あ
け
ぼ
の
会
」
と
い

う
名
称
で
、
会
員
相
互
の
交
流
と
人

工
旺
門
の
管
理
方
法
な
ど
の
勉
強
会

だ1I({fllliI11

山
で
は
、
新
し

い
知
識
や
新
し
い

仲
川
を
付
て
、
生
き
が
い

の
あ
る
人

山
性
州
は
か
な
老
後
を
込

っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
「

K
川
山
高
齢
者
学
凶
」
を

附
ぷ
し
て
い
ま
す
。

健
康
で
学
習
志
欲
お
う
盛
な
卜
刀
な

ら
ば
、
ど
な
た
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

応
募
資
格
・
:
市
内
に
住
む
、
お
お
む

ね
六
十
歳
以
上
の
人

定

員

・:
お
お
よ
そ
八
」
l

名

学
習
内
容
:
・

一
般
教
袋
、
制
作
実
技
、

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

な
ど
で
枠
制
は
入
学
案
内
を
御
覧

く
だ
さ
い
。

学
習
期
間
:
・
六
月
か
ら
米
年
-
一一
月
ま

で
、
年
間
十
七
日
間
で

一
日
四
時

間
中
門
し
ま
す
。

教
室
:
・
い
け
川
齢
祈
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間
・
:
丘
川
卜
日

ωま
で
(
た

だ
し
期
間
中
に
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あなたの献血を
お待ちしています
1> 5 ) J 6 11 (火)
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三好IIIJ会館

1> 11]: 川第 3 木II-I~ 11 
ノ|イ:&111年からffij311.¥' 
IULI従センター ト.111，'1'，~1~ 1珂
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「河川美化月間」で、す
は、毎年4) -j を íF1J川美化円 ~1{JJ と定

でinJ)1ト ー汗清1il:'ι-どを実施しています。
もい魚の住み良い川、子供たちが安心し

|にかをイト;言葉に、II'J川環境の整備に収

、ます。

川にするため、皆さんの待p協 )Jをお!虹!

( 4月1日現在)

1人(-398) 

人(ー 230)

人(ー 168)

世帯 (ー 316)


	昭61年01月01日0950号01
	昭61年01月01日0950号02
	昭61年01月01日0950号03
	昭61年01月01日0950号04
	昭61年01月01日0950号05
	昭61年01月01日0950号06
	昭61年01月01日0950号07
	昭61年01月01日0950号08
	昭61年01月16日0951号01
	昭61年01月16日0951号02
	昭61年01月16日0951号03
	昭61年01月16日0951号04
	昭61年01月16日0951号05
	昭61年01月16日0951号06
	昭61年01月16日0951号07
	昭61年01月16日0951号08
	昭61年02月01日0952号01
	昭61年02月01日0952号02
	昭61年02月01日0952号03
	昭61年02月01日0952号04
	昭61年02月01日0952号05
	昭61年02月01日0952号06
	昭61年02月01日0952号07
	昭61年02月01日0952号08
	昭61年02月01日0952号09
	昭61年02月01日0952号10
	昭61年02月01日0952号11
	昭61年02月01日0952号12
	昭61年02月16日0953号01
	昭61年02月16日0953号02
	昭61年02月16日0953号03
	昭61年02月16日0953号04
	昭61年02月16日0953号05
	昭61年02月16日0953号06
	昭61年02月16日0953号07
	昭61年02月16日0953号08
	昭61年02月16日0953号09
	昭61年02月16日0953号10
	昭61年02月16日0953号11
	昭61年02月16日0953号12
	昭61年03月01日0954号01
	昭61年03月01日0954号02
	昭61年03月01日0954号03
	昭61年03月01日0954号04
	昭61年03月01日0954号05
	昭61年03月01日0954号06
	昭61年03月01日0954号07
	昭61年03月01日0954号08
	昭61年03月01日0954号09
	昭61年03月01日0954号10
	昭61年03月01日0954号11
	昭61年03月01日0954号12
	昭61年03月01日0954号13
	昭61年03月01日0954号14
	昭61年03月01日0954号15
	昭61年03月01日0954号16
	昭61年03月01日0954号17
	昭61年03月01日0954号18
	昭61年03月01日0954号19
	昭61年03月01日0954号20
	昭61年03月16日0955号01
	昭61年03月16日0955号02
	昭61年03月16日0955号03
	昭61年03月16日0955号04
	昭61年03月16日0955号05
	昭61年03月16日0955号06
	昭61年03月16日0955号07
	昭61年03月16日0955号08
	昭61年03月16日0955号09
	昭61年03月16日0955号10
	昭61年03月16日0955号11
	昭61年03月16日0955号12
	昭61年04月01日0956号01
	昭61年04月01日0956号02
	昭61年04月01日0956号03
	昭61年04月01日0956号04
	昭61年04月01日0956号05
	昭61年04月01日0956号06
	昭61年04月01日0956号07
	昭61年04月01日0956号08
	昭61年04月01日0956号09
	昭61年04月01日0956号10
	昭61年04月01日0956号11
	昭61年04月01日0956号12
	昭61年04月16日0957号01
	昭61年04月16日0957号02
	昭61年04月16日0957号03
	昭61年04月16日0957号04
	昭61年04月16日0957号05
	昭61年04月16日0957号06
	昭61年04月16日0957号07
	昭61年04月16日0957号08
	昭61年04月16日0957号09
	昭61年04月16日0957号10
	昭61年04月16日0957号11
	昭61年04月16日0957号12
	昭61年04月16日0957号13
	昭61年04月16日0957号14
	昭61年04月16日0957号15
	昭61年04月16日0957号16
	昭61年05月01日0958号01
	昭61年05月01日0958号02
	昭61年05月01日0958号03
	昭61年05月01日0958号04
	昭61年05月01日0958号05
	昭61年05月01日0958号06
	昭61年05月01日0958号07
	昭61年05月01日0958号08
	昭61年05月01日0958号09
	昭61年05月01日0958号10
	昭61年05月01日0958号11
	昭61年05月01日0958号12
	昭61年05月01日0958号13
	昭61年05月01日0958号14
	昭61年05月01日0958号15
	昭61年05月01日0958号16
	昭61年05月16日0959号01
	昭61年05月16日0959号02
	昭61年05月16日0959号03
	昭61年05月16日0959号04
	昭61年05月16日0959号05
	昭61年05月16日0959号06
	昭61年05月16日0959号07
	昭61年05月16日0959号08
	昭61年05月16日0959号09
	昭61年05月16日0959号10
	昭61年05月16日0959号11
	昭61年05月16日0959号12
	昭61年05月16日0959号13
	昭61年05月16日0959号14
	昭61年06月01日0960号01
	昭61年06月01日0960号02
	昭61年06月01日0960号03
	昭61年06月01日0960号04
	昭61年06月01日0960号05
	昭61年06月01日0960号06
	昭61年06月01日0960号07
	昭61年06月01日0960号08
	昭61年06月01日0960号09
	昭61年06月01日0960号10
	昭61年06月01日0960号11
	昭61年06月01日0960号12
	昭61年06月01日0960号13
	昭61年06月01日0960号14
	昭61年06月16日0961号01
	昭61年06月16日0961号02
	昭61年06月16日0961号03
	昭61年06月16日0961号04
	昭61年06月16日0961号05
	昭61年06月16日0961号06
	昭61年06月16日0961号07
	昭61年06月16日0961号08
	昭61年06月16日0961号09
	昭61年06月16日0961号10
	昭61年06月16日0961号11
	昭61年06月16日0961号12
	昭61年06月16日0961号13
	昭61年06月16日0961号14
	昭61年07月01日0962号01
	昭61年07月01日0962号02
	昭61年07月01日0962号03
	昭61年07月01日0962号04
	昭61年07月01日0962号05
	昭61年07月01日0962号06
	昭61年07月01日0962号07
	昭61年07月01日0962号08
	昭61年07月01日0962号09
	昭61年07月01日0962号10
	昭61年07月01日0962号11
	昭61年07月01日0962号12
	昭61年07月16日0963号01
	昭61年07月16日0963号02
	昭61年07月16日0963号03
	昭61年07月16日0963号04
	昭61年07月16日0963号05
	昭61年07月16日0963号06
	昭61年07月16日0963号07
	昭61年07月16日0963号08
	昭61年07月16日0963号09
	昭61年07月16日0963号10
	昭61年07月16日0963号11
	昭61年07月16日0963号12
	昭61年07月16日0963号13
	昭61年07月16日0963号14
	昭61年07月16日0963号15
	昭61年07月16日0963号16
	昭61年08月01日0964号01
	昭61年08月01日0964号02
	昭61年08月01日0964号03
	昭61年08月01日0964号04
	昭61年08月01日0964号05
	昭61年08月01日0964号06
	昭61年08月01日0964号07
	昭61年08月01日0964号08
	昭61年08月01日0964号09
	昭61年08月01日0964号10
	昭61年08月16日0965号01
	昭61年08月16日0965号02
	昭61年08月16日0965号03
	昭61年08月16日0965号04
	昭61年08月16日0965号05
	昭61年08月16日0965号06
	昭61年08月16日0965号07
	昭61年08月16日0965号08
	昭61年08月16日0965号09
	昭61年08月16日0965号10
	昭61年08月16日0965号11
	昭61年08月16日0965号12
	昭61年09月01日0966号01
	昭61年09月01日0966号02
	昭61年09月01日0966号03
	昭61年09月01日0966号04
	昭61年09月01日0966号05
	昭61年09月01日0966号06
	昭61年09月01日0966号07
	昭61年09月01日0966号08
	昭61年09月01日0966号09
	昭61年09月01日0966号10
	昭61年09月01日0966号11
	昭61年09月01日0966号12
	昭61年09月01日0966号13
	昭61年09月01日0966号14
	昭61年09月16日0967号01
	昭61年09月16日0967号02
	昭61年09月16日0967号03
	昭61年09月16日0967号04
	昭61年09月16日0967号05
	昭61年09月16日0967号06
	昭61年09月16日0967号07
	昭61年09月16日0967号08
	昭61年09月16日0967号09
	昭61年09月16日0967号10
	昭61年09月16日0967号11
	昭61年09月16日0967号12
	昭61年10月01日0968号01
	昭61年10月01日0968号02
	昭61年10月01日0968号03
	昭61年10月01日0968号04
	昭61年10月01日0968号05
	昭61年10月01日0968号06
	昭61年10月01日0968号07
	昭61年10月01日0968号08
	昭61年10月01日0968号09
	昭61年10月01日0968号10
	昭61年10月01日0968号11
	昭61年10月01日0968号12
	昭61年10月01日0968号13
	昭61年10月01日0968号14
	昭61年10月16日0969号01
	昭61年10月16日0969号02
	昭61年10月16日0969号03
	昭61年10月16日0969号04
	昭61年10月16日0969号05
	昭61年10月16日0969号06
	昭61年10月16日0969号07
	昭61年10月16日0969号08
	昭61年10月16日0969号09
	昭61年10月16日0969号10
	昭61年10月16日0969号11
	昭61年10月16日0969号12
	昭61年11月01日0970号01
	昭61年11月01日0970号02
	昭61年11月01日0970号03
	昭61年11月01日0970号04
	昭61年11月01日0970号05
	昭61年11月01日0970号06
	昭61年11月01日0970号07
	昭61年11月01日0970号08
	昭61年11月01日0970号09
	昭61年11月01日0970号10
	昭61年11月01日0970号11
	昭61年11月01日0970号12
	昭61年11月16日0971号01
	昭61年11月16日0971号02
	昭61年11月16日0971号03
	昭61年11月16日0971号04
	昭61年11月16日0971号05
	昭61年11月16日0971号06
	昭61年11月16日0971号07
	昭61年11月16日0971号08
	昭61年11月16日0971号09
	昭61年11月16日0971号10
	昭61年11月16日0971号11
	昭61年11月16日0971号12
	昭61年12月01日0972号01
	昭61年12月01日0972号02
	昭61年12月01日0972号03
	昭61年12月01日0972号04
	昭61年12月01日0972号05
	昭61年12月01日0972号06
	昭61年12月01日0972号07
	昭61年12月01日0972号08
	昭61年12月01日0972号09
	昭61年12月01日0972号10
	昭61年12月01日0972号11
	昭61年12月01日0972号12
	昭61年12月01日0972号13
	昭61年12月01日0972号14
	昭61年12月16日0973号01
	昭61年12月16日0973号02
	昭61年12月16日0973号03
	昭61年12月16日0973号04
	昭61年12月16日0973号05
	昭61年12月16日0973号06
	昭61年12月16日0973号07
	昭61年12月16日0973号08
	昭61年12月16日0973号09
	昭61年12月16日0973号10
	昭61年12月16日0973号11
	昭61年12月16日0973号12
	昭61年12月16日0973号13
	昭61年12月16日0973号14

